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マル経融資
小規模事業者経営改善資金

無担保

手数料不要低金利

無保証

マル経融資は、小規模事業者の方々の経営をバックアップするために無担保・無保証
人で商工会議所の推薦にもとづき融資される日本政策金融公庫の公的融資制度です。

２，０００万円

運転資金：  ７年以内
設備資金：１０年以内

不要

融資限度額

返済期間

担保・保証人

◆従業員20人以下（宿泊業と娯楽業を除く商業・サービス
　業は5人以下）の法人・個人事業主 
◆商工会議所の経営・金融指導を受けて事業改善に取り組
　んでいる 
◆最近1年以上、同一会議所の地区内で事業を行っている 
◆商工業者であり、日本政策金融公庫の融資対象業種を営
　んでいる 
◆税金（所得税、法人税、事業税、住民税）を完納している 

1.11％利　　率
〈Ｈ30年 12月3日現在〉
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マル経融資

◆会議所の動き

◆景気観測

◆連載

◆会員情報
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法
で
時
間
外
労
働
の
上
限
を
定
め
、
特

別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
左
記
①
を
超
え
る

残
業
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

①
原
則
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
ま
で

②
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
り
労
使
が

　
合
意
す
る
場
合

　
ａ…

年
７
２
０
時
間
以
内

　
ｂ…

複
数
月
（
２
～
６
ヵ
月
）
平
均
80

　
　
　
時
間
以
内
（
休
日
労
働
を
含
む
）

　
ｃ…

月
１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労
働

　
　
　
を
含
む
）

※

突
発
的
、
一
時
的
な
も
の
で
も
右
記
を

超
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※

原
則
で
あ
る
月
45
時
間
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
年
間
６
ヵ
月
ま

で
で
す
。

※

建
設
業
な
ど
、
一
部
適
用
猶
予
や
除
外

と
な
る
事
業
・
業
務
が
あ
り
ま
す
。

◇
現
状
で
上
限
を
超
え
た
残
業
が
常
態
化

し
て
い
る
企
業
で
は
、
迅
速
な
対
応
が

必
要
で
す
。
適
用
猶
予
の
業
種
で
も
、

今
す
ぐ
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

◇
残
業
時
間
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
経
営

ト
ッ
プ
か
ら
若
手
社
員
に
至
る
ま
で
、

会
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
組
織
や
風
土
の
改
革
か
ら
、

人
事
制
度
の
見
直
し
、
時
間
管
理
の
徹

底
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
社
員
研
修
な
ど
に
利
用
可
能
な
助
成

金
も
あ
り
ま
す
。

◇
一
般
社
員
だ
け
で
な
く
、
管
理
監
督
者

も
安
全
衛
生
・
健
康
管
理
の
観
点
か
ら

労
働
時
間
の
管
理
が
必
要
で
す
。

　
本
年
６
月
29
日
に
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」（
以
下
「
法
」
と
い
う
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
今
回
の
法
改
正
で
は
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
、
企
業

経
営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、〈
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
〉
と
〈
同
一
労
働
同
一
賃
金
〉
の
各
分
野
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

大
企
業
２
０
１
９
年
４
月
施
行

中
小
企
業
２
０
２
０
年
４
月
施
行

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

！

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

働
き
方
改
革
関
連
法
が
ま
も
な
く
施
行

押
さ
え
て
お
き
た
い「
働
き
方
改
革
」の
ポ
イ
ン
ト

限度時間
月 45時間
年 360 時間

法定労働時間
1日 8時間
1週 40時間

1年間=12 ヵ月

特別条項
上限なし

年間 6 ヵ月まで大臣告示による上限
（行政指導）

法律上、 残業時間の上限なし（行政指導のみ）施行前

限度時間

①月 45時間
年 360 時間

法定労働時間
1日 8時間
1週 40時間

1年間=12 ヵ月

②法律による上限
法律による上限

法律で残業時間の上限を定め、 これを超える残業はできない施行後

（原則）

a:年720時間以内
b:複数月平均80時間以内
　　（休日労働を含む）
c:月100時間未満
　　（休日労働を含む）
※年間6ヵ月まで

　
事
業
主
は
、
非
正
規
労
働
者
に
対
し
て
、

次
の
事
項
の
説
明
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

◇
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
内
容
お
よ
び
待

　
遇
決
定
に
際
し
て
の
考
慮
事
項

◇
正
規
労
働
者
と
の
待
遇
差
の
内
容
・
理

　
由
な
ど
（
非
正
規
労
働
者
か
ら
の
求
め

　
が
あ
っ
た
場
合
）

　
ま
た
、
非
正
規
労
働
者
が
事
業
主
に
説

明
を
求
め
た
場
合
の
不
利
益
取
り
扱
い
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
（※

）
の
規
定
を
整
備
し
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す
る
労
使
の

紛
争
に
つ
い
て
も
、
各
都
道
府
県
の
労

働
局
に
よ
る
援
助
や
調
停
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

（※

）
事
業
主
と
労
働
者
と
の
間
の
紛
争

　
　
を
裁
判
を
せ
ず
に
解
決
す
る
手
続
き

　
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の
割

増
賃
金
率
の
猶
予
措
置
が
廃
止
に
な
り
ま

す
。

　
働
き
方
改
革
の
中
で
も
、
特
に
内
容
が

分
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
る
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」。
同
制
度
は
、同
一
企
業
・

団
体
内
に
お
け
る
正
規
労
働
者
（
無
期
雇

用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
）
と
非
正
規
労
働

者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用

労
働
者
・
派
遣
労
働
者
）
の
間
の
不
合
理

な
待
遇
格
差
の
解
消
を
目
指
す
も
の
で

す
。
今
回
は
、
法
改
正
に
伴
い
押
さ
え
て

お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇
用
労

働
者
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
に
関
す
る
待

遇
差
の
規
定
を
統
一
し
て
整
備
。
正
規
労

働
者
・
非
正
規
労
働
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
次

の
項
目
に
応
じ
た
待
遇
が
求
め
ら
れ
ま
す

（
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止
）。

Ａ
．
職
務
内
容
（
職
種
、
業
務
、
責
任
の

　
　
程
度
）

Ｂ
．
職
務
内
容
・
配
置
の
変
更
範
囲
（
配

　
　
置
転
換
、
転
勤
、
異
動
の
有
無
や
範

　
　
囲
）

Ｃ
．
そ
の
他
（
職
務
の
成
果
、
能
力
、
経

　
　
験
な
ど
）

　
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
10
日
以
上
の

労
働
者
に
対
し
、
年
次
有
給
休
暇
の
う
ち

５
日
に
つ
い
て
は
、
付
与
日
か
ら
１
年
以

内
の
期
間
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
労
働
者
本
人
の
時
季
指
定
に
よ
る
取
得

②
計
画
的
付
与
（
労
使
協
定
締
結
が
必
要
）

③
労
働
者
本
人
の
希
望
を
聞
い
た
上
で
の

使
用
者
に
よ
る
時
季
指
定

　
ま
た
、
使
用
者
は
各
労
働
者
の
年
次
有

給
休
暇
取
得
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
管

理
簿
を
作
成
し
、
３
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
一
般
の
労
働
者
（
正
社
員
）
に
加
え
て
、

管
理
監
督
者
や
一
定
の
期
間
勤
務
し
た

パ
ー
ト
労
働
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
会
社
が
独
自
に
付
与
し
て
い
る
夏
季
休

暇
や
特
別
休
暇
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
②

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
務
化

大
企
業
・
中
小
企
業
と
も

 

２
０
１
９
年
４
月
施
行

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

！

ポ
イ
ン
ト
③

月
60
時
間
を
超
え
る

　
　
　
　
　
残
業
の
割
増
賃
金

２
０
２
３
年
４
月
施
行

同
一
労
働
同
一
賃
金

ポ
イ
ン
ト
①

不
合
理
な
待
遇
差
を

　 

な
く
す
た
め
の
規
定
の
整
備

ポ
イ
ン
ト
②

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る

　
　
　
　
　
説
明
義
務
の
強
化

ポ
イ
ン
ト
③

行
政
に
よ
る
裁
判
外
紛
争
解
決

　
　
　
手
続
き
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

使用者

労働者

取
得
時
季
の
希
望
を
聴
取

１

２

△
月
◇
日
に
休
み
た
い

３

取
得
時
季
を
指
定

【１ヵ月の時間外労働】

超える労働時間
１日８時間 ・ １週 40 時間を

50%

60 時間以下

25%

25%

60 時間超

25%中小企業

大 企 業

施 行 前

【１ヵ月の時間外労働】

超える労働時間
１日８時間 ・ １週 40 時間を

50%

60 時間以下

25%

25%

60 時間超

50%中小企業

大 企 業

施 行 後

【
参
考
】
日
本
商
工
会
議
所
「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」
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年 360 時間

法定労働時間
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1年間=12 ヵ月
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上限なし
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1週 40時間
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の
求
め

　
が
あ
っ
た
場
合
）

　
ま
た
、
非
正
規
労
働
者
が
事
業
主
に
説

明
を
求
め
た
場
合
の
不
利
益
取
り
扱
い
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
（※

）
の
規
定
を
整
備
し
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す
る
労
使
の

紛
争
に
つ
い
て
も
、
各
都
道
府
県
の
労

働
局
に
よ
る
援
助
や
調
停
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

（※

）
事
業
主
と
労
働
者
と
の
間
の
紛
争

　
　
を
裁
判
を
せ
ず
に
解
決
す
る
手
続
き

　
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の
割

増
賃
金
率
の
猶
予
措
置
が
廃
止
に
な
り
ま

す
。

　
働
き
方
改
革
の
中
で
も
、
特
に
内
容
が

分
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
る
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」。
同
制
度
は
、同
一
企
業
・

団
体
内
に
お
け
る
正
規
労
働
者
（
無
期
雇

用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
）
と
非
正
規
労
働

者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用

労
働
者
・
派
遣
労
働
者
）
の
間
の
不
合
理

な
待
遇
格
差
の
解
消
を
目
指
す
も
の
で

す
。
今
回
は
、
法
改
正
に
伴
い
押
さ
え
て

お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇
用
労

働
者
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
に
関
す
る
待

遇
差
の
規
定
を
統
一
し
て
整
備
。
正
規
労

働
者
・
非
正
規
労
働
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
次

の
項
目
に
応
じ
た
待
遇
が
求
め
ら
れ
ま
す

（
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止
）。

Ａ
．
職
務
内
容
（
職
種
、
業
務
、
責
任
の

　
　
程
度
）

Ｂ
．
職
務
内
容
・
配
置
の
変
更
範
囲
（
配

　
　
置
転
換
、
転
勤
、
異
動
の
有
無
や
範

　
　
囲
）

Ｃ
．
そ
の
他
（
職
務
の
成
果
、
能
力
、
経

　
　
験
な
ど
）

　
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
10
日
以
上
の

労
働
者
に
対
し
、
年
次
有
給
休
暇
の
う
ち

５
日
に
つ
い
て
は
、
付
与
日
か
ら
１
年
以

内
の
期
間
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
労
働
者
本
人
の
時
季
指
定
に
よ
る
取
得

②
計
画
的
付
与
（
労
使
協
定
締
結
が
必
要
）

③
労
働
者
本
人
の
希
望
を
聞
い
た
上
で
の

使
用
者
に
よ
る
時
季
指
定

　
ま
た
、
使
用
者
は
各
労
働
者
の
年
次
有

給
休
暇
取
得
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
管

理
簿
を
作
成
し
、
３
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
一
般
の
労
働
者
（
正
社
員
）
に
加
え
て
、

管
理
監
督
者
や
一
定
の
期
間
勤
務
し
た

パ
ー
ト
労
働
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
会
社
が
独
自
に
付
与
し
て
い
る
夏
季
休

暇
や
特
別
休
暇
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
②

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
務
化

大
企
業
・
中
小
企
業
と
も

 

２
０
１
９
年
４
月
施
行

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

！

ポ
イ
ン
ト
③

月
60
時
間
を
超
え
る

　
　
　
　
　
残
業
の
割
増
賃
金

２
０
２
３
年
４
月
施
行

同
一
労
働
同
一
賃
金

ポ
イ
ン
ト
①

不
合
理
な
待
遇
差
を

　 

な
く
す
た
め
の
規
定
の
整
備

ポ
イ
ン
ト
②

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る

　
　
　
　
　
説
明
義
務
の
強
化

ポ
イ
ン
ト
③

行
政
に
よ
る
裁
判
外
紛
争
解
決

　
　
　
手
続
き
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

使用者

労働者

取
得
時
季
の
希
望
を
聴
取

１

２

△
月
◇
日
に
休
み
た
い

３

取
得
時
季
を
指
定

【１ヵ月の時間外労働】

超える労働時間
１日８時間 ・ １週 40 時間を

50%

60 時間以下

25%

25%

60 時間超

25%中小企業

大 企 業

施 行 前

【１ヵ月の時間外労働】

超える労働時間
１日８時間 ・ １週 40 時間を

50%

60 時間以下

25%

25%

60 時間超

50%中小企業

大 企 業

施 行 後

【
参
考
】
日
本
商
工
会
議
所
「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」
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5

　
平
成
30
年
11
月
11
日
（
日
）、
岸
和
田

の
秋
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
た
「
秋
の
賑
わ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
の
祭
り
の
広

場
で
は
、
秋
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
『
産

業
フ
ェ
ア
』
を
開
催
。
多
く
の
企
業
・
団

体
が
ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
、
地
元
で
製
造
・

販
売
さ
れ
て
い
る
食
料
品
や
衣
料
品
な
ど

「
メ
ー
ド
イ
ン
き
し
わ
だ
」
の
優
れ
た
製

品
・
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
各
ブ
ー

ス
で
は
熱
心
に
説
明
を
聞
く
来
場
者
の
姿

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
南
海
岸
和
田
駅
周
辺
の
商
店
街
（
岸
和

田
駅
前
通
商
店
街
・
寿
栄
広
商
店
街
・
城

見
橋
筋
商
店
街
・
岸
和
田
本
通
り
商
店
街
・

か
じ
や
ま
ち
）
で
は
、
岸
和
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ
主

催
に
よ
る
「
み
ん
な
Ｄ
ａ
ｙ
参
加
！
ど
ん

チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
に
設
置
さ
れ
た

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
演
奏
な
ど
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
周
辺
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岸
和
田
駅
前
通
商
店
街
、
か
じ

や
ま
ち
の
特
設
会
場
で
は
毎
年
大
好
評

の
「
人
形
劇
ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
ジ
」
が

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
臨

場
感
溢
れ
る
人
形
劇
公
演
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
各
商
店
街
で
は
、
縁
日
出
店
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
趣

向
を
こ
ら
し
た
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
た
ほ
か
、
大
道
芸
人
に
よ
る
「
街
な

か
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
が
催

さ
れ
、
商
店
街
周
辺
は
子
供
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
来
街
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祭
り
の
広
場
に
設
置
さ
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集

合
！
」
や
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
隣
接
す
る
カ

ン
カ
ン
ベ
イ
サ
ド
モ
ー
ル
で
は
、「
カ
ン

カ
ン
ウ
ォ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
」

や
「
ラ
ン
バ
イ
ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

浪
切
ホ
ー
ル
周
辺
は
、
終
日
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
　

秋
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
産
業
フ
ェ
ア

み
ん
な
Ｄ
ａ
ｙ
参
加
！

　
　
　
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ

　
議
員
視
察
見
学
会
を
、
平
成
30
年
11
月

24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
２
泊
４
日
の
日
程

で
開
催
し
、
中
井
秀
樹
会
頭
を
は
じ
め
総

勢
20
名
参
加
の
も
と
、
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ

イ
・
ハ
ロ
ン
湾
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
中
、

あ
ら
ゆ
る
職
場
で
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
、
外
国
人
労
働
者
に
頼
る
職
種
が
増

え
、
近
年
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
派
遣
さ
れ
る
技

能
実
習
生
の
数
は
中
国
を
抜
い
て
第
１
位

と
な
り
、
現
在
で
は
約
12
万
人
の
方
が
日

本
で
働
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０

２
５
年
万
博
の
大
阪
開
催
が
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
大
阪
で
は
建
設
業
や
製
造

業
を
中
心
に
益
々
人
手
不
足
と
な
り
、
外

国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
希
望
さ

れ
る
会
員
事
業
所
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
を
テ
ー
マ
に
視
察
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
日
本
商

工
会
議
所
を
訪
問
し
、
木
村
篤
人
事
務
局

長
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
経
済
状
況

や
商
工
会
議
所
の
活
動
、
日
本
企
業
進
出

に
と
っ
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
省
の
海
外
在
住

労
働
者
管
理
局
を
訪
問
し
ま
し
た
。
海
外

在
住
労
働
者
管
理
局
は
、
技
能
実
習
生
と

民
間
送
り
出
し
機
関
の
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ァ
ム 

ヴ
ェ
ト 

フ
ォ
ン
副
局
長

と
技
能
実
習
生
の
派
遣
と
受
入
れ
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
、
お
互
い
協
力
し
合
え
る

こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
民
間
の
技
能
実
習
生

送
り
出
し
機
関
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス

開
発
㈱
を
訪
問
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｅ
Ｏ
サ
ー

ビ
ス
開
発
㈱
は
、
日
本
企
業
向
け
に
ベ
ト

ナ
ム
人
の
人
材
育
成
・
技
能
実
習
生
派
遣

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
ド
ァ
ン 

バ
ン 

ミ

ン
社
長
よ
り
技
能
実
習
生
の
日
本
へ
の
送

り
出
し
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
い
た
後
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
会
員
事

業
所
の
外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ
に

対
す
る
岸
和
田
商
工
会
議
所
と
し
て
の
取

組
み
課
題
が
明
確
と
な
り
、
有
意
義
な
視

察
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
観
光
に
お
い
て
は
、
大
小
様
々
な

奇
岩
や
島
々
が
そ
そ
り
立
つ
景
観
が
特
徴

で
あ
る
世
界
遺
産
の
ハ
ロ
ン
湾
ク
ル
ー
ズ

や
ハ
ノ
イ
郊
外
に
あ
る
昔
の
町
並
み
が
残

る
ド
ゥ
オ
ン
ラ
ム
村
、
シ
ク
ロ
（
自
転
車

タ
ク
シ
ー
）
乗
車
体
験
、
水
上
人
形
劇
鑑

賞
、
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
な

ど
ハ
ノ
イ
観
光
を
堪
能
い
た
だ
き
、
参
加

者
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

議
員
視
察
見
学
会 -

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
を
視
察-

ベトナム日本商工会議所との情報交換

ハロン湾にて集合写真 ＣＥＯサービス開発㈱との意見交換

海外在住労働者管理局との情報交換
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岸
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彩
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催
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。
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た
独
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の
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た
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テ
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」
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催
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人
ま

で
多
く
の
来
街
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祭
り
の
広
場
に
設
置
さ
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集

合
！
」
や
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
隣
接
す
る
カ

ン
カ
ン
ベ
イ
サ
ド
モ
ー
ル
で
は
、「
カ
ン

カ
ン
ウ
ォ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
」

や
「
ラ
ン
バ
イ
ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

浪
切
ホ
ー
ル
周
辺
は
、
終
日
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
　

秋
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
産
業
フ
ェ
ア

み
ん
な
Ｄ
ａ
ｙ
参
加
！

　
　
　
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ

　
議
員
視
察
見
学
会
を
、
平
成
30
年
11
月

24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
２
泊
４
日
の
日
程

で
開
催
し
、
中
井
秀
樹
会
頭
を
は
じ
め
総

勢
20
名
参
加
の
も
と
、
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ

イ
・
ハ
ロ
ン
湾
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
中
、

あ
ら
ゆ
る
職
場
で
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
、
外
国
人
労
働
者
に
頼
る
職
種
が
増

え
、
近
年
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
派
遣
さ
れ
る
技

能
実
習
生
の
数
は
中
国
を
抜
い
て
第
１
位

と
な
り
、
現
在
で
は
約
12
万
人
の
方
が
日

本
で
働
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０

２
５
年
万
博
の
大
阪
開
催
が
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
大
阪
で
は
建
設
業
や
製
造

業
を
中
心
に
益
々
人
手
不
足
と
な
り
、
外

国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
希
望
さ

れ
る
会
員
事
業
所
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
を
テ
ー
マ
に
視
察
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
日
本
商

工
会
議
所
を
訪
問
し
、
木
村
篤
人
事
務
局

長
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
経
済
状
況

や
商
工
会
議
所
の
活
動
、
日
本
企
業
進
出

に
と
っ
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
省
の
海
外
在
住

労
働
者
管
理
局
を
訪
問
し
ま
し
た
。
海
外

在
住
労
働
者
管
理
局
は
、
技
能
実
習
生
と

民
間
送
り
出
し
機
関
の
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ァ
ム 

ヴ
ェ
ト 

フ
ォ
ン
副
局
長

と
技
能
実
習
生
の
派
遣
と
受
入
れ
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
、
お
互
い
協
力
し
合
え
る

こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
民
間
の
技
能
実
習
生

送
り
出
し
機
関
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス

開
発
㈱
を
訪
問
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｅ
Ｏ
サ
ー

ビ
ス
開
発
㈱
は
、
日
本
企
業
向
け
に
ベ
ト

ナ
ム
人
の
人
材
育
成
・
技
能
実
習
生
派
遣

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
ド
ァ
ン 

バ
ン 

ミ

ン
社
長
よ
り
技
能
実
習
生
の
日
本
へ
の
送

り
出
し
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
い
た
後
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
会
員
事

業
所
の
外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ
に

対
す
る
岸
和
田
商
工
会
議
所
と
し
て
の
取

組
み
課
題
が
明
確
と
な
り
、
有
意
義
な
視

察
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
観
光
に
お
い
て
は
、
大
小
様
々
な

奇
岩
や
島
々
が
そ
そ
り
立
つ
景
観
が
特
徴

で
あ
る
世
界
遺
産
の
ハ
ロ
ン
湾
ク
ル
ー
ズ

や
ハ
ノ
イ
郊
外
に
あ
る
昔
の
町
並
み
が
残

る
ド
ゥ
オ
ン
ラ
ム
村
、
シ
ク
ロ
（
自
転
車

タ
ク
シ
ー
）
乗
車
体
験
、
水
上
人
形
劇
鑑

賞
、
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
な

ど
ハ
ノ
イ
観
光
を
堪
能
い
た
だ
き
、
参
加

者
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

議
員
視
察
見
学
会 -

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
を
視
察-

ベトナム日本商工会議所との情報交換

ハロン湾にて集合写真 ＣＥＯサービス開発㈱との意見交換

海外在住労働者管理局との情報交換
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鉄
工
機
器
工
業
部
会
（
部
会
長 

三
浦

俊
宏
常
議
員
）
と
一
般
工
業
部
会
（
部
会

長 

土
井
康
司
常
議
員
）
は
、
平
成
30
年

11
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
神
奈
川

県
方
面
へ
の
合
同
視
察
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
初
日
は
、
横
浜
市
内
に
お
い
て
横
浜
市

開
港
記
念
会
館
、
日
本
郵
便
歴
史
資
料
館
、

原
鉄
道
模
型
博
物
館
の
３
ヶ
所
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
は
、
大
正
６
年

に
完
成
し
、
関
東
大
震
災
時
に
全
焼
し
ま

し
た
が
、
昭
和
２
年
に
初
期
の
建
築
を
復

元
し
た
状
態
で
再
建
さ
れ
、
再
建
時
に
省

か
れ
た
ド
ー
ム
部
は
、
平
成
元
年
に
再
建

さ
れ
る
と
同
時
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
現
在
も
横
浜
市
中
区
公
会
堂
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
郵
便
歴
史
資
料
館
は
、
日
本
郵
船

の
社
史
を
通
し
て
日
本
の
海
運
の
歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
内
容
で
常
設
展
示
さ
れ
て

お
り
、
明
治
維
新
か
ら
現
在
ま
で
の
日
本

郵
船
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
原
鉄
道
模
型
博
物
館
は
、
コ
ク
ヨ
元
専

務
で
世
界
的
に
著
名
な
鉄
道
模
型
製
作
・

収
集
家
で
あ
る
原
信
太
郎
氏
の
鉄
道
模
型

博
物
館
と
な
っ
て
お
り
、
貴
重
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
数
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
横
須
賀
・
鎌
倉
方
面
へ
バ

ス
に
て
移
動
し
、
三
笠
公
園
に
あ
る
戦
艦

三
笠
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
高
徳
院
に
鎮
座
す

る
鎌
倉
大
仏
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
部
会
員
同
士
が
親
睦
と
交

流
を
深
め
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
２

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

　
小
売
商
業
部
会
（
部
会
長 

桝
田
昌
昭

常
議
員
）
で
は
、
平
成
30
年
11
月
13
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
、
岸
和
田
商
店
街
連
合

会
と
の
合
同
に
よ
る
視
察
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ね
じ
め
正
一
氏
の
小
説
『
高

円
寺
純
情
商
店
街
』
の
舞
台
と
し
て
知
ら

れ
、
そ
の
名
の
通
り
「
高
円
寺
純
情
商
店

街
」
の
通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
東
京
都

杉
並
区
の
高
円
寺
銀
座
商
店
会
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
高
円
寺
銀
座
商
店
会
で
は
「
純
情
米
」

「
純
情
酒
」
な
ど
の
『
純
情
ブ
ラ
ン
ド
』

の
開
発
や
情
報
発
信
機
能
と
地
域
交
流
機

能
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
「
高
円
寺
純
情

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
の
設
置
な
ど
を

通
じ
て
街
の
賑
わ
い
を
図
っ
て
お
り
、
当

日
は
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客
誘
致

の
為
の
工
夫
や
補
助
金
制
度
の
活
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
視
察
後
は
、
栃
木
県
へ
移
動
し
、
徳

川
家
康
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
日
光

東
照
宮
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
日
光
市
街
と
中
禅
寺
湖
・

奥
日
光
を
結
び
、
48
カ
所
も
の
急
カ
ー
ブ

が
あ
る
こ
と
か
ら
「
い
ろ
は
48
文
字
」
に

た
と
え
て
名
が
つ
い
た
「
い
ろ
は
坂
」
を

通
り
、
日
光
一
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
明
智
平
展
望
台
、
日
本
三
大
名

瀑
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
華
厳
ノ
滝
な

ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

小
売
商
業
部
会
視
察
研
修
会

鉄
工
機
器
工
業
部
会
／
一
般
工
業
部
会 

合
同
視
察
研
修
会

　
交
通
運
輸
部
会
（
部
会
長 

井
上
昌
直

常
議
員
）
で
は
、
平
成
30
年
11
月
16
日
か

ら
17
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
・
鳥
取
県
方

面
へ
の
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
会
議
所
か
ら
バ
ス
で
出
発
し
、

最
初
の
見
学
先
で
あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震

災
記
念
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
発
生
の
瞬
間
を
再
現
し

た
映
像
や
震
災
直
後
の
町
並
み
を
再
現
し

た
展
示
な
ど
、
被
害
の
様
子
や
そ
の
後
の

復
興
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見

学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
鳥
取
県
内
に
あ
る
砂
の
美

術
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
同
美
術
館
は
「
砂
で
世
界
旅
行
」
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変

え
て
展
示
を
行
な
っ
て
お
り
、
見
学
時
は

「
砂
で
世
界
旅
行
・
北
欧
編
」
の
テ
ー
マ
で
、

北
欧
の
童
話
や
神
話
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ

を
題
材
に
し
た
大
型
の
砂
像
が
多
数
展
示

さ
れ
て
お
り
、
見
学
者
は
一
様
に
感
嘆
し

て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
応
挙
寺
の
名
で
知
ら
れ
る

真
言
宗 

大
乗
寺
の
襖
絵
を
見
学
、
八
方

睨
み
の
技
法
に
よ
り
、
絵
を
ど
の
角
度
か

ら
見
て
も
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
視
線
が

こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
現

象
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
、
一
部
予
定
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
参
加
者
一
同
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
無
事
に
視
察
研
修
会
を
終

え
ま
し
た
。

　
建
設
部
会
（
部
会
長 

岩
出
正
次
常
議

員
）
で
は
、
平
成
30
年
11
月
18
日
か
ら
19

日
に
か
け
て
、
熊
本
県
方
面
へ
の
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ま
ず
桜
の
馬
場
城
彩
苑
に
て
、

熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
熊
本
城
、
地
域

の
食
文
化
や
歴
史
、
伝
統
を
学
び
ま
し
た
。

施
設
内
に
は
熊
本
大
地
震
に
よ
る
復
興
状

況
を
展
示
し
た
施
設
が
あ
り
、
震
災
時
の

様
子
や
そ
こ
か
ら
復
興
が
進
ん
で
い
る
状

況
な
ど
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
熊
本
市
中
央
区
に
あ
る
大

名
庭
園
の
水
前
寺
成
趣
園
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
通
称
は
、
水
前
寺
公
園
と
呼
ば

れ
、
豊
富
な
阿
蘇
伏
流
水
が
湧
出
し
て

作
っ
た
池
を
中
心
に
し
た
桃
山
式
回
遊
庭

園
で
あ
り
、
築
山
や
浮
石
、
芝
生
、
松
な

ど
の
植
木
で
東
海
道
五
十
三
次
の
景
勝
を

模
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
日
目
は
、
熊
本
市
内
と
天
草
諸
島
を

結
ぶ
天
草
五
橋
ま
で
バ
ス
に
て
移
動
し
、

天
草
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
島
原
の
乱
な
ど

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
亘
り
部
会
員
同
士
が
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
視
察
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
部
会
視
察
研
修
会

交
通
運
輸
部
会
視
察
研
修
会
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鉄
工
機
器
工
業
部
会
（
部
会
長 

三
浦

俊
宏
常
議
員
）
と
一
般
工
業
部
会
（
部
会

長 

土
井
康
司
常
議
員
）
は
、
平
成
30
年

11
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
神
奈
川

県
方
面
へ
の
合
同
視
察
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
初
日
は
、
横
浜
市
内
に
お
い
て
横
浜
市

開
港
記
念
会
館
、
日
本
郵
便
歴
史
資
料
館
、

原
鉄
道
模
型
博
物
館
の
３
ヶ
所
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
は
、
大
正
６
年

に
完
成
し
、
関
東
大
震
災
時
に
全
焼
し
ま

し
た
が
、
昭
和
２
年
に
初
期
の
建
築
を
復

元
し
た
状
態
で
再
建
さ
れ
、
再
建
時
に
省

か
れ
た
ド
ー
ム
部
は
、
平
成
元
年
に
再
建

さ
れ
る
と
同
時
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
現
在
も
横
浜
市
中
区
公
会
堂
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
郵
便
歴
史
資
料
館
は
、
日
本
郵
船

の
社
史
を
通
し
て
日
本
の
海
運
の
歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
内
容
で
常
設
展
示
さ
れ
て

お
り
、
明
治
維
新
か
ら
現
在
ま
で
の
日
本

郵
船
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
原
鉄
道
模
型
博
物
館
は
、
コ
ク
ヨ
元
専

務
で
世
界
的
に
著
名
な
鉄
道
模
型
製
作
・

収
集
家
で
あ
る
原
信
太
郎
氏
の
鉄
道
模
型

博
物
館
と
な
っ
て
お
り
、
貴
重
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
数
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
横
須
賀
・
鎌
倉
方
面
へ
バ

ス
に
て
移
動
し
、
三
笠
公
園
に
あ
る
戦
艦

三
笠
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
高
徳
院
に
鎮
座
す

る
鎌
倉
大
仏
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
部
会
員
同
士
が
親
睦
と
交

流
を
深
め
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
２

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

　
小
売
商
業
部
会
（
部
会
長 

桝
田
昌
昭

常
議
員
）
で
は
、
平
成
30
年
11
月
13
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
、
岸
和
田
商
店
街
連
合

会
と
の
合
同
に
よ
る
視
察
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ね
じ
め
正
一
氏
の
小
説
『
高

円
寺
純
情
商
店
街
』
の
舞
台
と
し
て
知
ら

れ
、
そ
の
名
の
通
り
「
高
円
寺
純
情
商
店

街
」
の
通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
東
京
都

杉
並
区
の
高
円
寺
銀
座
商
店
会
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
高
円
寺
銀
座
商
店
会
で
は
「
純
情
米
」

「
純
情
酒
」
な
ど
の
『
純
情
ブ
ラ
ン
ド
』

の
開
発
や
情
報
発
信
機
能
と
地
域
交
流
機

能
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
「
高
円
寺
純
情

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
の
設
置
な
ど
を

通
じ
て
街
の
賑
わ
い
を
図
っ
て
お
り
、
当

日
は
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客
誘
致

の
為
の
工
夫
や
補
助
金
制
度
の
活
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
視
察
後
は
、
栃
木
県
へ
移
動
し
、
徳

川
家
康
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
日
光

東
照
宮
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
日
光
市
街
と
中
禅
寺
湖
・

奥
日
光
を
結
び
、
48
カ
所
も
の
急
カ
ー
ブ

が
あ
る
こ
と
か
ら
「
い
ろ
は
48
文
字
」
に

た
と
え
て
名
が
つ
い
た
「
い
ろ
は
坂
」
を

通
り
、
日
光
一
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
明
智
平
展
望
台
、
日
本
三
大
名

瀑
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
華
厳
ノ
滝
な

ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

小
売
商
業
部
会
視
察
研
修
会

鉄
工
機
器
工
業
部
会
／
一
般
工
業
部
会 

合
同
視
察
研
修
会

　
交
通
運
輸
部
会
（
部
会
長 

井
上
昌
直

常
議
員
）
で
は
、
平
成
30
年
11
月
16
日
か

ら
17
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
・
鳥
取
県
方

面
へ
の
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
会
議
所
か
ら
バ
ス
で
出
発
し
、

最
初
の
見
学
先
で
あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震

災
記
念
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
発
生
の
瞬
間
を
再
現
し

た
映
像
や
震
災
直
後
の
町
並
み
を
再
現
し

た
展
示
な
ど
、
被
害
の
様
子
や
そ
の
後
の

復
興
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見

学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
鳥
取
県
内
に
あ
る
砂
の
美

術
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
同
美
術
館
は
「
砂
で
世
界
旅
行
」
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変

え
て
展
示
を
行
な
っ
て
お
り
、
見
学
時
は

「
砂
で
世
界
旅
行
・
北
欧
編
」
の
テ
ー
マ
で
、

北
欧
の
童
話
や
神
話
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ

を
題
材
に
し
た
大
型
の
砂
像
が
多
数
展
示

さ
れ
て
お
り
、
見
学
者
は
一
様
に
感
嘆
し

て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
応
挙
寺
の
名
で
知
ら
れ
る

真
言
宗 

大
乗
寺
の
襖
絵
を
見
学
、
八
方

睨
み
の
技
法
に
よ
り
、
絵
を
ど
の
角
度
か

ら
見
て
も
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
視
線
が

こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
現

象
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
、
一
部
予
定
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
参
加
者
一
同
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
無
事
に
視
察
研
修
会
を
終

え
ま
し
た
。

　
建
設
部
会
（
部
会
長 

岩
出
正
次
常
議

員
）
で
は
、
平
成
30
年
11
月
18
日
か
ら
19

日
に
か
け
て
、
熊
本
県
方
面
へ
の
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ま
ず
桜
の
馬
場
城
彩
苑
に
て
、

熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
熊
本
城
、
地
域

の
食
文
化
や
歴
史
、
伝
統
を
学
び
ま
し
た
。

施
設
内
に
は
熊
本
大
地
震
に
よ
る
復
興
状

況
を
展
示
し
た
施
設
が
あ
り
、
震
災
時
の

様
子
や
そ
こ
か
ら
復
興
が
進
ん
で
い
る
状

況
な
ど
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
熊
本
市
中
央
区
に
あ
る
大

名
庭
園
の
水
前
寺
成
趣
園
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
通
称
は
、
水
前
寺
公
園
と
呼
ば

れ
、
豊
富
な
阿
蘇
伏
流
水
が
湧
出
し
て

作
っ
た
池
を
中
心
に
し
た
桃
山
式
回
遊
庭

園
で
あ
り
、
築
山
や
浮
石
、
芝
生
、
松
な

ど
の
植
木
で
東
海
道
五
十
三
次
の
景
勝
を

模
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
日
目
は
、
熊
本
市
内
と
天
草
諸
島
を

結
ぶ
天
草
五
橋
ま
で
バ
ス
に
て
移
動
し
、

天
草
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
島
原
の
乱
な
ど

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
亘
り
部
会
員
同
士
が
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
視
察
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
部
会
視
察
研
修
会

交
通
運
輸
部
会
視
察
研
修
会



会議所の動き

8

会議所の動き

9

 

岸
和
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、
平

成
30
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
８
」
に
お
い
て
縁
日
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
子
供
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
射
的
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
す
く
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
岸
和
田
駅
周
辺
で
は
「
み
ん
な

Ｄ
ａ
ｙ
参
加
！
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
岸
和
田
駅
周
辺
か

ら
産
業
フ
ェ
ア
の
会
場
が
あ
る
浪
切
ホ
ー

ル
に
か
け
て
は
朝
か
ら
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
青
年
部
の
縁
日
ブ
ー
ス
も
終
日
大
盛
況

と
な
り
、
普
段
の
忙
し
い
日
々
を
忘
れ
、

子
供
た
ち
の
楽
し
む
姿
に
癒
さ
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
11
月
14
日
、
青
年
部
11
月
度

定
例
会
と
し
て
、
行
政
書
士
の
乾
喜
満
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
外
国
人
雇
用
の

こ
れ
か
ら
と
注
意
点
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
外
国
人
雇
用
は
大
企
業
だ
け
で

な
く
小
規
模
企
業
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
に
伴
う
日
本
人
人
材
の
絶
対
数
不
足
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
手
段
と
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
外
国
人
を
雇

用
す
る
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
、
雇
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
平

成
30
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
８
き
し
わ
だ
」
に
参
加
し
、

岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
横
に
て
「
た
ま

ご
せ
ん
べ
い
」
と
「
挽
き
た
て
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
」
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
産
業
フ
ェ
ア
に
は
、
昨
年
に
続
い
て
２

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
と

は
思
え
な
い
暖
か
い
天
候
の
下
、
親
子
連

れ
の
来
場
者
が
多
く
、
特
に
「
た
ま
ご
せ

ん
べ
い
」
が
大
好
評
で
し
た
。

　
今
年
は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自

然
災
害
が
多
か
っ
た
た
め
、
売
上
利
益
は

岸
和
田
市
内
で
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
義
援

金
と
し
て
岸
和
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
善
意
銀
行
」
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
回
も
出
店
を
通
じ
て
、
多
く
の
来
訪

者
の
方
々
に
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会

の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

「
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
き
し
わ
だ
」
に
参
加
！

青
年
部
活
動
報
告

「
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
き
し
わ
だ
」
に

　
　
　
　
　
　
　 

縁
日
ブ
ー
ス
を
出
展

11
月
度
定
例
会
を
開
催

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成
30
年

10
月
28
日
に
秋
の
会
員
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、
38
名
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
中
に
兵
庫
県
立
淡
路
夢

舞
台
温
室
「
奇
跡
の
星
の
植
物
館
」
と
伊

弉
諾
神
宮
を
訪
れ
ま
し
た
。
奇
跡
の
星
の

植
物
館
は
、
珍
し
い
植
物
を
単
に
展
示
す

る
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
展
示
に
明
確

な
テ
ー
マ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
自
然
の
美
し
さ
と
巧
妙
さ
を
五
感

で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伊
弉

諾
神
宮
は
、、
神
代
の
昔
に
伊
弉
諾
大
神 

が
、
御
子
神
の
天
照
皇
大
御
神
に
統
合
の

権
限
を
委
ね
、
淡
路
の
多
賀
の
地
に
「
幽

宮
」
を
構
え
て
余
生
を
過
さ
れ
た
神
宅
の

旧
跡
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
当
日
は
多
く

の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
南
あ
わ
じ
市
の
福
良
港

へ
向
か
い
、
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
船
「
咸

臨
丸
」
に
乗
船
し
ま
し
た
。
う
ず
し
お
は
、

潮
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
自
然
現
象
で
あ

り
、
潮
流
が
速
く
な
る
ほ
ど
、
大
き
く
迫

力
あ
る
う
ず
し
お
が
発
生
し
ま
す
。
当
日

は
、
潮
流
が
速
い
時
間
帯
に
乗
船
で
き
た

の
で
、
大
き
な
う
ず
し
お
が
い
く
つ
も
発

生
し
て
お
り
、
間
近
で
見
る
う
ず
し
お
は
、

想
像
を
は
る
か
に
こ
え
る
迫
力
で
し
た
。

　

秋
の
会
員
バ
ス
ツ
ア
ー

 -

国
生
み
の
島
「
淡
路
島
」
へ
大
迫
力
の
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
の
旅-

専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法   　　律

税務・経理

よろず相談

創   　　業

事 業 承 継

12 月21 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔労務・債権回収〕

01 月17 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

01 月30 日（水）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事一般・商取引・会社関係〕

01 月21 日（月）相談日 13:00 ～ 16:00 公認会計士・税理士

12 月19 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

01 月19 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.
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岸
和
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、
平

成
30
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
８
」
に
お
い
て
縁
日
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
子
供
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
射
的
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
す
く
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
岸
和
田
駅
周
辺
で
は
「
み
ん
な

Ｄ
ａ
ｙ
参
加
！
ど
ん
チ
ャ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
岸
和
田
駅
周
辺
か

ら
産
業
フ
ェ
ア
の
会
場
が
あ
る
浪
切
ホ
ー

ル
に
か
け
て
は
朝
か
ら
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
青
年
部
の
縁
日
ブ
ー
ス
も
終
日
大
盛
況

と
な
り
、
普
段
の
忙
し
い
日
々
を
忘
れ
、

子
供
た
ち
の
楽
し
む
姿
に
癒
さ
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
11
月
14
日
、
青
年
部
11
月
度

定
例
会
と
し
て
、
行
政
書
士
の
乾
喜
満
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
外
国
人
雇
用
の

こ
れ
か
ら
と
注
意
点
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
外
国
人
雇
用
は
大
企
業
だ
け
で

な
く
小
規
模
企
業
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
に
伴
う
日
本
人
人
材
の
絶
対
数
不
足
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
手
段
と
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
外
国
人
を
雇

用
す
る
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
、
雇
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
平

成
30
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
８
き
し
わ
だ
」
に
参
加
し
、

岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
横
に
て
「
た
ま

ご
せ
ん
べ
い
」
と
「
挽
き
た
て
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
」
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
産
業
フ
ェ
ア
に
は
、
昨
年
に
続
い
て
２

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
と

は
思
え
な
い
暖
か
い
天
候
の
下
、
親
子
連

れ
の
来
場
者
が
多
く
、
特
に
「
た
ま
ご
せ

ん
べ
い
」
が
大
好
評
で
し
た
。

　
今
年
は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自

然
災
害
が
多
か
っ
た
た
め
、
売
上
利
益
は

岸
和
田
市
内
で
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
義
援

金
と
し
て
岸
和
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
善
意
銀
行
」
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
回
も
出
店
を
通
じ
て
、
多
く
の
来
訪

者
の
方
々
に
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会

の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

「
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
き
し
わ
だ
」
に
参
加
！

青
年
部
活
動
報
告

「
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
き
し
わ
だ
」
に

　
　
　
　
　
　
　 

縁
日
ブ
ー
ス
を
出
展

11
月
度
定
例
会
を
開
催

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成
30
年

10
月
28
日
に
秋
の
会
員
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、
38
名
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
中
に
兵
庫
県
立
淡
路
夢

舞
台
温
室
「
奇
跡
の
星
の
植
物
館
」
と
伊

弉
諾
神
宮
を
訪
れ
ま
し
た
。
奇
跡
の
星
の

植
物
館
は
、
珍
し
い
植
物
を
単
に
展
示
す

る
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
展
示
に
明
確

な
テ
ー
マ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
自
然
の
美
し
さ
と
巧
妙
さ
を
五
感

で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伊
弉

諾
神
宮
は
、、
神
代
の
昔
に
伊
弉
諾
大
神 

が
、
御
子
神
の
天
照
皇
大
御
神
に
統
合
の

権
限
を
委
ね
、
淡
路
の
多
賀
の
地
に
「
幽

宮
」
を
構
え
て
余
生
を
過
さ
れ
た
神
宅
の

旧
跡
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
当
日
は
多
く

の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
南
あ
わ
じ
市
の
福
良
港

へ
向
か
い
、
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
船
「
咸

臨
丸
」
に
乗
船
し
ま
し
た
。
う
ず
し
お
は
、

潮
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
自
然
現
象
で
あ

り
、
潮
流
が
速
く
な
る
ほ
ど
、
大
き
く
迫

力
あ
る
う
ず
し
お
が
発
生
し
ま
す
。
当
日

は
、
潮
流
が
速
い
時
間
帯
に
乗
船
で
き
た

の
で
、
大
き
な
う
ず
し
お
が
い
く
つ
も
発

生
し
て
お
り
、
間
近
で
見
る
う
ず
し
お
は
、

想
像
を
は
る
か
に
こ
え
る
迫
力
で
し
た
。

　

秋
の
会
員
バ
ス
ツ
ア
ー

 -

国
生
み
の
島
「
淡
路
島
」
へ
大
迫
力
の
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
の
旅-

専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法   　　律

税務・経理

よろず相談

創   　　業

事 業 承 継

12 月21 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔労務・債権回収〕

01 月17 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

01 月30 日（水）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事一般・商取引・会社関係〕

01 月21 日（月）相談日 13:00 ～ 16:00 公認会計士・税理士

12 月19 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

01 月19 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.
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会員情報・景気観測

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

小会議室

和　　室

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

集 会 室

大会議室３Ｆ

第３会議室３Ｆ

研 修 室２Ｆ

6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600
1,200
900

1,500
1,000

9時～12時

1,400
2,800
2,100
3,500
2,000

13時～21時

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～21時

1,200
2,400
1,800
3,000
2,000

9時～17時

800
1,600
1,200
2,000
1,000

18時～21時

700
1,400
1,050
1,750
1,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

12名 31㎡

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

2,050

4,100

2,050

9時～12時

6,680

13,360

6,170

13時～21時

8,740

17,480

8,220

9時～21時

4,930

9,860

3,080

9時～17時

4,110

8,220

4,110

18時～21時

3,080

6,160

2,050

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

46名 81㎡

1,230

2,460

1,020

9時～12時

3,900

7,800

3,080

13時～21時

5,140

10,280

4,110

9時～21時

2,880

5,760

1,540

9時～17時

3,080

6,160

2,050

18時～21時

1,850

3,700

1,020

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

24名 25㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 貸室担当岸和田商工会議所 貸会議室のご案内

エスケン 岸和田市尾生町 建設工務店

株式会社エフ・ケイ・アイ 岸和田市三田町 小売自動車・中古車買取業

大一工業 岸和田市山直中町 建設建設業

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

【製造業】採算・従業員ＤＩ値は改善傾向、仕入単価ＤＩ値
は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ばい

【卸売業】売上高・従業員・先行き見通しＤＩ値は改善傾向、採算・仕入単
業況・採算・資金繰りＤＩ値は悪化傾向、その他
の項目はほぼ横ばい

【小売業】採算・資金繰り・従業員ＤＩ値は改善傾向、業況
・売上高ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ
横ばい

【サービス業】 資金繰り・従業員・先行き見通しＤＩ値は改善傾
向、その他の項目はほぼ横ばい

業況・売上高・採算ＤＩ価は改善傾向、仕入単価
・従業員・先行き見通しＤＩ値は悪化傾向、その
他の項目はほぼ横ばい

【建設業】

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

建設業

31.6 ▲36.80.0

▲5.3

製造業

4.410.5

▲47.4▲5.3

10.5

卸売業

▲10.5

▲26.3

▲26.3 0.0▲15.8

小売業

▲21.1

サービス業

31.6

0.0

10.5

▲5.3

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業所（建設業

・製造業・卸売業・小売業・サービス業）を対象に、景況

並びに経済動向等に関する情報収集および分析を行い、今

後の経営改善事業に資するとともに、これらの情報を会員

事業所の皆様へ提供し、参考にしていただいております。

市内景気観測

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断

の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向

き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で

景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10 30

∓

0

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

11月調査結果
〈11月1日～22日〉

▲7.90.0 10.5

0.0

5.9

▲21.1▲15.8

17.60.017.623.5

▲11.4

10.5

6.1

▲5.3

▲5.9
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会員情報・景気観測

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

小会議室

和　　室

２Ｆ

２Ｆ

２Ｆ

集 会 室

大会議室３Ｆ

第３会議室３Ｆ

研 修 室２Ｆ

6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600
1,200
900

1,500
1,000

9時～12時

1,400
2,800
2,100
3,500
2,000

13時～21時

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～21時

1,200
2,400
1,800
3,000
2,000

9時～17時

800
1,600
1,200
2,000
1,000

18時～21時

700
1,400
1,050
1,750
1,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

12名 31㎡

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

2,050

4,100

2,050

9時～12時

6,680

13,360
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13時～21時
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8,220
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3,080
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4,110

18時～21時
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6,160

2,050

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

46名 81㎡

1,230

2,460

1,020

9時～12時

3,900

7,800

3,080

13時～21時

5,140

10,280

4,110

9時～21時

2,880

5,760

1,540

9時～17時

3,080

6,160

2,050

18時～21時

1,850

3,700

1,020

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

冷暖房使用料

24名 25㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 貸室担当岸和田商工会議所 貸会議室のご案内

エスケン 岸和田市尾生町 建設工務店

株式会社エフ・ケイ・アイ 岸和田市三田町 小売自動車・中古車買取業

大一工業 岸和田市山直中町 建設建設業

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

【製造業】採算・従業員ＤＩ値は改善傾向、仕入単価ＤＩ値
は悪化傾向、その他の項目はほぼ横ばい

【卸売業】売上高・従業員・先行き見通しＤＩ値は改善傾向、採算・仕入単
業況・採算・資金繰りＤＩ値は悪化傾向、その他
の項目はほぼ横ばい

【小売業】採算・資金繰り・従業員ＤＩ値は改善傾向、業況
・売上高ＤＩ値は悪化傾向、その他の項目はほぼ
横ばい

【サービス業】 資金繰り・従業員・先行き見通しＤＩ値は改善傾
向、その他の項目はほぼ横ばい

業況・売上高・採算ＤＩ価は改善傾向、仕入単価
・従業員・先行き見通しＤＩ値は悪化傾向、その
他の項目はほぼ横ばい

【建設業】

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

建設業

31.6 ▲36.80.0

▲5.3

製造業

4.410.5

▲47.4▲5.3

10.5

卸売業

▲10.5

▲26.3

▲26.3 0.0▲15.8

小売業

▲21.1

サービス業

31.6

0.0

10.5

▲5.3

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業所（建設業

・製造業・卸売業・小売業・サービス業）を対象に、景況

並びに経済動向等に関する情報収集および分析を行い、今

後の経営改善事業に資するとともに、これらの情報を会員

事業所の皆様へ提供し、参考にしていただいております。

市内景気観測

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断

の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向

き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で

景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10 30

∓

0

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し

11月調査結果
〈11月1日～22日〉

▲7.90.0 10.5

0.0

5.9

▲21.1▲15.8

17.60.017.623.5

▲11.4

10.5

6.1

▲5.3

▲5.9
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連載

デ
ー
ケ
ー
キ
、
お
盆
休
み
の
前
に

は
親
戚
が
集
ま
る
実
家
へ
の
手
土

産
、
毎
年
の
決
算
月
に
は
家
族
へ

の
１
年
間
の
御
礼
の
品
の
贈
呈
、

さ
ら
に
は
、
年
越
し
そ
ば
の
贈
呈

な
ど
、
ま
る
で
社
員
を
家
族
同
然

と
考
え
た
福
利
厚
生
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
努
力
が

実
り
、
近
年
の
同
社
の
社
員
の
転

職
的
離
職
率
は
ゼ
ロ
、
そ
の
働
き

が
い
の
レ
ベ
ル
も
業
界
平
均
を
大

き
く
上
回
り
、
業
界
の
モ
デ
ル
企

業
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
頑
張
る
社
長
や
企
業

の
存
在
を
見
る
と
、
問
題
は
業
種

な
ど
で
は
な
く
、
経
営
者
の
経
営

の
考
え
方
・
進
め
方
に
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
業
界
の
経
営
者
の
多
く
は
、
こ

う
し
た
実
態
は
事
業
そ
の
も
の
の

特
殊
性
で
あ
り
、
業
種
柄
、
仕
方

が
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
同
社

の
２
代
目
社
長
の
石
川
勝
氏
は
「
志

し
て
こ
の
業
種
を
選
ん
で
入
社
し

た
社
員
は
一
人
も
い
な
い
、
何
ら

か
の
理
由
で
前
職
を
離
れ
、
覚
悟

を
決
め
て
入
社
し
て
き
て
く
れ
た

社
員
。
社
員
が
こ
の
会
社
に
入
っ

て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
る
よ

う
な
、
働
き
が
い
や
幸
せ
を
感
じ

て
く
れ
る
会
社
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば…
…

」
と
考
え
た
。

　
そ
し
て
、
社
長
業
を
務
め
る
一

方
、
都
内
の
夜
間
大
学
院
に
通
学

し
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
」
を

理
論
と
実
務
両
面
で
学
び
自
社
の

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　
手
厚
い
福
利
厚
生
制
度
の
導
入

や
本
業
を
生
か
し
た
新
分
野
進
出

な
ど
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　
同
社
の
社
員
満
足
度
の
向
上
施

策
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
業
界

水
準
以
上
の
給
与
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
社
員
へ
の
年
賀
、
バ
ー
ス

　
千
葉
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
金
線
に
乗

車
し
約
40
分
走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
東
金
駅
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら

車
で
10
分
ほ
ど
の
場
所
に
、
１
９

６
９
年
の
創
業
か
ら
約
50
年
が
経

過
し
た
「
株
式
会
社
新
興
ウ
オ
タ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
工
業
」
と
い
う

社
員
数
37
人
の
中
小
企
業
が
あ
る
。

　
創
業
時
は
、「
く
み
取
り
屋
」
と

い
う
一
般
廃
棄
物
処
理
の
事
業
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
、

水
洗
化
へ
の
時
代
の
潮
流
の
中
で
、

浄
化
槽
の
維
持
管
理
や
排
水
管
洗

浄
、
産
業
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
・

処
分
、
さ
ら
に
は
、
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
な
く
て
は
な
ら
な

い
社
会
の
静
脈
産
業
で
あ
る
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
、
そ
れ
ら
事

業
に
加
え
、
島
根
県
の
中
堅
企
業

で
あ
る
島
根
電
工
が
展
開
す
る
「
住

ま
い
の
お
た
す
け
隊
」
に
も
参
加

し
、
長
年
培
っ
た
個
人
住
宅
と
の

パ
イ
プ
・
信
頼
関
係
を
生
か
し
、

地
域
住
民
の
電
気
工
事
や
水
回
り

な
ど
の
修
理
・
修
繕
サ
ー
ビ
ス
も

千
葉
県
全
域
で
積
極
的
に
展
開
し

て
い
る
企
業
で
も
あ
る
。

　
基
幹
事
業
の
浄
化
槽
維
持
管
理

は
、
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
た
め
市
町
村
の
許
認
可
が
必

要
と
い
う
性
格
も
あ
り
、
本
業
と

か
け
離
れ
た
多
角
化
や
財
テ
ク
に

手
を
染
め
ず
誠
実
な
経
営
を
し
て

い
る
限
り
大
き
な
変
動
は
な
い
産

業
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
許
認
可
と
い
う
既
得

権
益
に
守
ら
れ
た
業
種
で
あ
る
が

故
に
、
業
界
も
社
員
も
総
じ
て
ぬ

る
ま
湯
に
漬
か
っ
た
よ
う
な
企
業

が
多
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
社

員
の
帰
属
意
識
も
働
き
が
い
の
レ

ベ
ル
も
相
対
的
に
低
い
と
い
う
の

が
偽
ら
ざ
る
実
態
で
あ
る
。

頑
張
る
浄
化
槽
維
持
管
理
の

　
　
　『
新
興
ウ
オ
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
工
業
』

坂本　光司／さかもと・こうじ

人を大切にする経営学会会長。

１９４７年生まれ。福井県立大学教授、

静岡文化芸術大学教授、法政大学大学

院政策創造研究科（地域づくり大学院）

教授などを歴任。国や県、市町、商工

会議所などの審議会・委員会の委員を

多数兼務している。
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、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
社

員
の
帰
属
意
識
も
働
き
が
い
の
レ

ベ
ル
も
相
対
的
に
低
い
と
い
う
の

が
偽
ら
ざ
る
実
態
で
あ
る
。

頑
張
る
浄
化
槽
維
持
管
理
の

　
　
　『
新
興
ウ
オ
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
工
業
』

坂本　光司／さかもと・こうじ

人を大切にする経営学会会長。

１９４７年生まれ。福井県立大学教授、

静岡文化芸術大学教授、法政大学大学

院政策創造研究科（地域づくり大学院）

教授などを歴任。国や県、市町、商工

会議所などの審議会・委員会の委員を

多数兼務している。



上
悪
化
す
る
。
こ
れ
は
「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
現
在
、
中
国
経
済
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
の
中
国
に
対
す
る
見
方
を
一
言
で

述
べ
れ
ば
「
短
期
＝
楽
観
、
中
長
期
＝
悲

観
」
で
あ
る
。
中
国
は
「
社
会
主
義
」
の

国
な
の
で
、
公
共
投
資
を
中
心
と
す
る
カ

ン
フ
ル
剤
を
打
て
ば
、
問
題
を
１
～
２
年

程
度
先
送
り
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
し
か

し
、
早
け
れ
ば
向
こ
う
３
～
５
年
程
度
の

う
ち
に
、
中
国
で
は
「
バ
ブ
ル
」
崩
壊
の

リ
ス
ク
が
生
じ
る
と
み
て
い
る
。

　
中
国
に
は
膨
大
な
ゆ
が
み
が
存
在

す
る
。

　
第
一
の
ゆ
が
み
は
金
融
面
で
の
過
剰
融

資
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
過
剰
融
資
の

総
額
は
１
０
０
０
兆
円
以
上
と
推
定
さ
れ

る
。
将
来
的
に
、
こ
の
う
ち
何
割
か
が
焦

げ
付
く
場
合
、
数
百
兆
円
規
模
の
不
良
債

権
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
わ

が
国
の
「
バ
ブ
ル
」
崩
壊
に
伴
う
不
良
債

権
額
が
１
０
０
兆
円
規
模
で
あ
っ
た
こ
と

を
勘
案
す
る
と
、
文
字
通
り
「
人
類
史
上

最
大
の
バ
ブ
ル
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　
第
二
の
ゆ
が
み
は
、
工
場
や
機
械
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
資
本
ス
ト
ッ
ク
」

の
過
剰
で
あ
る
。
そ
の
総
額
は
７
０
０
兆

円
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
外
資
を
自
転
車

操
業
的
に
呼
び
込
ん
で
、
資
本
ス
ト
ッ
ク

を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
、
中

国
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
は
大
き
な
曲
が
り

労働基準法は、労働者の賃金や労働時間、休暇等の主な労働条件について、最低
限の基準を定めたもので、事業主は法定帳簿を作成し、保存する義務があります。
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●求人数・求職者数の状況
2018年10月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,431

574

222

210

457

31

268

215

215

215

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,010

323

286

125

711

88

157

40

6

263

2,307

259

623

153

229

8

157

95

32

567

1,415

129

286

79

175

8

34

18

0

525

1.05

2.22

0.36

1.37

2.00

3.88

1.71

2.26

6.72

0.38

1.42

2.50

1.00

1.58

4.06

11.00

4.62

2.22

－

0.50
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●求人賃金・求職賃金の状況
2018年10月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

270,483

292,609

227,299

295,033

230,318

251,722

295,555

324,222

275,864

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

204,317

224,040

185,204

216,278

185,696

182,652

227,257

201,541

204,141

207,864

228,070

194,685

210,714

202,000

234,000

235,000

243,750

199,184

1,194

1,650

1,037

1,092

1,145

1,031

922

1,088

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,074

1,439

964

969

1,004

1,013

917

1,021

983

1,231

954

936

955

942

968

935

ハローワーク岸和田

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

　（すべて厚生労働省のＨＰからダウンロードできます）

労働者を雇用したら帳簿などを整えましょうご存知
ですか？ ～労働関係法令上の帳簿等の種類と保存期間について（簡易版）～

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会　選考委員。

①労働者氏名②生年月日③履歴④性別⑤住所⑥職種⑦雇入年月日⑧退職日

①労働者氏名②性別③賃金の計算期間④労働日数⑤労働時間数⑥時間
外労働時間数⑦基本給や手当等の種類と額⑧控除項目と額

①出勤簿やタイムレコーダー等の記録②使用者が自ら始業・終業時刻を記
録した書類③残業命令、有給休暇等の記録

①労働契約の期間②就業場所、従事する業務③労働時間や休日・休暇④賃
金関係⑤退職に関する事項

帳簿の名称

労働者名簿（第107条）

賃金台帳（第108条）

出勤簿等（第108条関係）

労働条件通知書（第15条）

記載項目 保存期間

３年間

３年間

３年間

３年間

様　式

様式第19号

様式第20号・21号

様式は任意

様式は任意

　
２
０
１
８
年
10
月
21
日
の
朝
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
看
板
番
組
で
あ
る
「
日
曜
討
論
」
に
ス

タ
ジ
オ
生
出
演
し
た
。

　
番
組
で
は
「
専
門
家
討
論
　
ど
う
な
る

経
済
・
社
会
保
障
・
雇
用
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
主
と
し
て
、
安
倍
総
理
が
実
施
を

表
明
し
た
消
費
税
増
税
、
今
後
の
日
本
経

済
の
展
望
、
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度

改
革
、
労
働
市
場
改
革
な
ど
に
関
す
る
議

論
を
行
っ
た
。

　
日
本
経
済
は
、
世
界
経
済
の
回
復
や
、

国
内
の
所
得
環
境
の
好
転
な
ど
を
背
景

に
、
緩
や
か
な
景
気
拡
大
を
続
け
る
見
通

し
だ
。
た
だ
し
、
２
０
１
９
年
の
日
本
経

済
は
「
テ
ー
ル
リ
ス
ク
（
確
率
的
に
は
極

め
て
低
い
も
の
の
、
万
が
一
発
生
す
る
と

甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
）」
に
、

細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
ル
リ
ス
ク

を
総
称
し
て
「
２
０
１
９
年
問
題
」
と
呼

ん
で
い
る
。

　
大
和
総
研
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

れ
ば
、（
１
）
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
迷
走
、（
２
）

中
国
の
過
剰
債
務
問
題
、（
３
）「
Ｂ
ｒ
ｅ

ｘ
ｉ
ｔ（
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
）」
を

受
け
た
欧
州
の
混
乱
、（
４
）
中
東
情
勢

緊
迫
化
を
背
景
と
す
る
原
油
高
、（
５
）

わ
が
国
の
残
業
規
制
の
強
化
に
伴
う
個
人

所
得
の
減
少
、
と
い
っ
た
リ
ス
ク
要
因
が

顕
在
化
す
る
と
、
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）
は
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
４
％
以

角
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
財
政
出
動
余

地
は
ど
の
程
度
か
？
　
近
年
、
中
国
で
は

国
有
企
業
の
債
務
が
積
み
上
が
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
実
質
的
な
公

的
債
務
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
世
界

最
悪
と
も
称
さ
れ
る
日
本
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
結
論
と
し
て
、
中
国
経
済
は
、
短
期
的

に
は
カ
ン
フ
ル
剤
で
景
気
を
下
支
え
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
中
長
期
的
に
見

る
と
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
。
仮
に
中

国
政
府
が
問
題
を
先
送
り
し
て
も
、
本
質

的
な
構
造
問
題
は
解
決
し
な
い
か
ら
だ
。

と
り
わ
け
政
府
と
の
癒
着
が
続
く
中
で
、

国
有
企
業
の
改
革
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で

お
ら
ず
、「
全
要
素
生
産
性
」
と
呼
ば
れ

る
技
術
革
新
が
停
滞
し
、
海
外
か
ら
の
直

接
投
資
が
低
迷
し
て
い
る
点
が
問
題
だ
。

米
国
と
中
国
の
間
の
貿
易
摩
擦
の
深
刻
化

も
、
中
国
経
済
に
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ

う
に
効
い
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
は

中
国
の
過
剰
債
務
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
要
因
が
山
積
し
て
い

る
こ
と
を
、
常
に
頭
の
片
隅
に
置
い
た
上

で
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
景
気
悪
化
に
対

し
て
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

『２０１９年問題』に要注意



上
悪
化
す
る
。
こ
れ
は
「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
現
在
、
中
国
経
済
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
の
中
国
に
対
す
る
見
方
を
一
言
で

述
べ
れ
ば
「
短
期
＝
楽
観
、
中
長
期
＝
悲

観
」
で
あ
る
。
中
国
は
「
社
会
主
義
」
の

国
な
の
で
、
公
共
投
資
を
中
心
と
す
る
カ

ン
フ
ル
剤
を
打
て
ば
、
問
題
を
１
～
２
年

程
度
先
送
り
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
し
か

し
、
早
け
れ
ば
向
こ
う
３
～
５
年
程
度
の

う
ち
に
、
中
国
で
は
「
バ
ブ
ル
」
崩
壊
の

リ
ス
ク
が
生
じ
る
と
み
て
い
る
。

　
中
国
に
は
膨
大
な
ゆ
が
み
が
存
在

す
る
。

　
第
一
の
ゆ
が
み
は
金
融
面
で
の
過
剰
融

資
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
過
剰
融
資
の

総
額
は
１
０
０
０
兆
円
以
上
と
推
定
さ
れ

る
。
将
来
的
に
、
こ
の
う
ち
何
割
か
が
焦

げ
付
く
場
合
、
数
百
兆
円
規
模
の
不
良
債

権
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
わ

が
国
の
「
バ
ブ
ル
」
崩
壊
に
伴
う
不
良
債

権
額
が
１
０
０
兆
円
規
模
で
あ
っ
た
こ
と

を
勘
案
す
る
と
、
文
字
通
り
「
人
類
史
上

最
大
の
バ
ブ
ル
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　
第
二
の
ゆ
が
み
は
、
工
場
や
機
械
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
資
本
ス
ト
ッ
ク
」

の
過
剰
で
あ
る
。
そ
の
総
額
は
７
０
０
兆

円
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
外
資
を
自
転
車

操
業
的
に
呼
び
込
ん
で
、
資
本
ス
ト
ッ
ク

を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
、
中

国
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
は
大
き
な
曲
が
り
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限の基準を定めたもので、事業主は法定帳簿を作成し、保存する義務があります。

1415

連載

情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2018年10月

職業計
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専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,431

574

222

210

457

31

268

215

215

215

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,010

323

286

125

711
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157
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6

263

2,307

259

623

153

229

8

157
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1,415

129

286
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8
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0
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2.22
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1.71

2.26
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1.42
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－
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運搬・清掃等の職業

270,483

292,609

227,299

295,033

230,318

251,722

295,555

324,222

275,864

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム
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求職者

204,317

224,040

185,204

216,278

185,696

182,652

227,257
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204,141
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228,070

194,685

210,714

202,000
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922
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労働者を雇用したら帳簿などを整えましょうご存知
ですか？ ～労働関係法令上の帳簿等の種類と保存期間について（簡易版）～

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会　選考委員。
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２
０
１
８
年
10
月
21
日
の
朝
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
看
板
番
組
で
あ
る
「
日
曜
討
論
」
に
ス

タ
ジ
オ
生
出
演
し
た
。

　
番
組
で
は
「
専
門
家
討
論
　
ど
う
な
る

経
済
・
社
会
保
障
・
雇
用
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
主
と
し
て
、
安
倍
総
理
が
実
施
を

表
明
し
た
消
費
税
増
税
、
今
後
の
日
本
経

済
の
展
望
、
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度

改
革
、
労
働
市
場
改
革
な
ど
に
関
す
る
議

論
を
行
っ
た
。

　
日
本
経
済
は
、
世
界
経
済
の
回
復
や
、

国
内
の
所
得
環
境
の
好
転
な
ど
を
背
景

に
、
緩
や
か
な
景
気
拡
大
を
続
け
る
見
通

し
だ
。
た
だ
し
、
２
０
１
９
年
の
日
本
経

済
は
「
テ
ー
ル
リ
ス
ク
（
確
率
的
に
は
極

め
て
低
い
も
の
の
、
万
が
一
発
生
す
る
と

甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
）」
に
、

細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
ル
リ
ス
ク

を
総
称
し
て
「
２
０
１
９
年
問
題
」
と
呼

ん
で
い
る
。

　
大
和
総
研
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

れ
ば
、（
１
）
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
迷
走
、（
２
）

中
国
の
過
剰
債
務
問
題
、（
３
）「
Ｂ
ｒ
ｅ

ｘ
ｉ
ｔ（
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
）」
を

受
け
た
欧
州
の
混
乱
、（
４
）
中
東
情
勢

緊
迫
化
を
背
景
と
す
る
原
油
高
、（
５
）

わ
が
国
の
残
業
規
制
の
強
化
に
伴
う
個
人

所
得
の
減
少
、
と
い
っ
た
リ
ス
ク
要
因
が

顕
在
化
す
る
と
、
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）
は
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
４
％
以

角
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
財
政
出
動
余

地
は
ど
の
程
度
か
？
　
近
年
、
中
国
で
は

国
有
企
業
の
債
務
が
積
み
上
が
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
実
質
的
な
公

的
債
務
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
世
界

最
悪
と
も
称
さ
れ
る
日
本
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
結
論
と
し
て
、
中
国
経
済
は
、
短
期
的

に
は
カ
ン
フ
ル
剤
で
景
気
を
下
支
え
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
中
長
期
的
に
見

る
と
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
。
仮
に
中

国
政
府
が
問
題
を
先
送
り
し
て
も
、
本
質

的
な
構
造
問
題
は
解
決
し
な
い
か
ら
だ
。

と
り
わ
け
政
府
と
の
癒
着
が
続
く
中
で
、

国
有
企
業
の
改
革
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で

お
ら
ず
、「
全
要
素
生
産
性
」
と
呼
ば
れ

る
技
術
革
新
が
停
滞
し
、
海
外
か
ら
の
直

接
投
資
が
低
迷
し
て
い
る
点
が
問
題
だ
。

米
国
と
中
国
の
間
の
貿
易
摩
擦
の
深
刻
化

も
、
中
国
経
済
に
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ

う
に
効
い
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
は

中
国
の
過
剰
債
務
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
要
因
が
山
積
し
て
い

る
こ
と
を
、
常
に
頭
の
片
隅
に
置
い
た
上

で
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
景
気
悪
化
に
対

し
て
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

『２０１９年問題』に要注意
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お
店
を
展
開
し
て
い
る
方
や
バ
イ
ヤ
ー
と

お
話
し
て
い
る
と
、
お
店
に
と
っ
て
売
り
た

い
商
品
、
売
れ
る
商
品
に
は
い
く
つ
か
の
役

割
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
地
域
で
新
商
品
づ
く
り
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
こ
こ
を
思
い
違
い
し
た
ま
ま

相
談
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
お
店
に
置
か
れ
て
い
る
商
品
は
大
き
く
三

つ
に
分
か
れ
ま
す
。
１
番
目
は
売
れ
筋
商
品

で
、
お
店
が
利
益
を
き
ち
ん
と
取
れ
る
も
の
。

２
番
目
は
売
れ
筋
商
品
ほ
ど
に
は
動
か
な
い

け
れ
ど
、
そ
の
お
店
を
構
成
す
る
に
は
欠
か

せ
な
い
商
品
。
３
番
目
は
必
ず
し
も
必
要
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
商
品
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
新
し
い
売
り
方
が
提
案
で
き
た

り
、
お
店
に
個
性
や
付
加
価
値
を
加
え
ら
れ

た
り
す
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
お
肉
屋
さ
ん
で
考
え
る
と
、（
１
）

は
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
で
、
な
ん
と
い
っ
て

も
こ
れ
が
お
肉
屋
さ
ん
の
主
力
商
品
で
す
。

（
２
）
は
ハ
ム
や
ひ
き
肉
、
餃
子
の
皮
な
ど
が

相
当
す
る
で
し
ょ
う
。（
３
）
は
、
熟
成
肉
や

ジ
ビ
エ
、
産
地
に
こ
だ
わ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
牛

や
ブ
ラ
ン
ド
鶏
な
ど
で
す
。

　
定
番
商
品
の
（
１
）
は
そ
の
お
店
の
基
本

的
な
実
力
を
左
右
す
る
商
品
な
の
で
、
商
品

考
え
て
い
く
上
で
、
自
分
が
手
掛
け
て
い
る

も
の
が
、
売
り
た
い
先
の
店
舗
で
ど
の
よ
う

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
商
品
か
自
覚
す
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て

も
、
こ
の
三
つ
は
明
確
に
違
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
つ
く
ら
れ
る
べ
き
で
す
。（
１
）
の
日
常
的

に
ど
ん
ど
ん
売
れ
て
い
く
商
品
な
ら
、
包
装

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
簡
素
で
そ
れ
ほ
ど
お
金
を

か
け
ず
、
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
シ
ン
プ
ル

で
基
本
的
な
こ
と
が
伝
わ
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。（
２
）
に
つ
い
て
は
用
途
の
広
が
り
を
感

じ
さ
せ
る
楽
し
さ
・
面
白
さ
が
必
要
で
す
し
、

消
費
者
が
新
し
い
用
途
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
に
あ
る
程
度
の
情
報
量
が
必
要
で
す
。

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
非
日
常
の
「
ハ
レ
」
の

喜
び
や
満
足
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
必
要
で
、
情
報
に
関
し
て
も
そ
の

商
品
が
持
つ
特
別
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か

り
伝
え
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

を
つ
く
っ
て
提
供
す
る
側
と
し
て
も
、
お
店

が
き
ち
ん
と
利
益
に
な
る
よ
う
な
価
格
設
定

と
、
日
常
的
に
売
れ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と

し
た
生
産
量
や
デ
リ
バ
リ
ー
（
物
流
）
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
２
）
や
（
３
）
は
、

定
番
商
品
に
比
べ
て
販
売
量
が
少
な
く
、
買

わ
れ
る
目
的
も
明
確
に
な
る
の
で
、
商
品
企

画
の
特
徴
付
け
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
な

ら
価
格
設
定
の
自
由
度
は
広
が
る
で
し
ょ
う
。

特
徴
あ
る
も
の
な
ら
、
や
や
高
く
て
も
売
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
そ
れ
ほ
ど

日
常
的
に
売
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
消

費
期
限
を
長
く
し
て
お
店
の
在
庫
ロ
ス
を
軽

減
す
る
よ
う
な
商
品
特
性
を
持
た
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
品
企
画
を
す
る
と
き
に

（
２
）
を
狙
う
な
ら
定
番
商
品
に
は
な
い
用
途

の
広
が
り
や
面
白
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、

（
３
）
に
は
消
費
者
に
日
常
に
は
な
い
満
足
感

や
高
揚
感
を
も
た
ら
す
よ
う
な
商
品
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
消
費
者
の
居
住
エ
リ
ア
や
生
活
ス
タ
イ
ル

に
も
よ
り
ま
す
が
、
高
額
な
商
品
で
も
売
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
お
店
に
と
っ
て
の
役
割
の

違
い
に
よ
っ
て
、
商
品
に
求
め
ら
れ
る
特
徴

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
商
品
づ
く
り
を

売り場からの逆算で商品を
　　　　三つに分けて考えてみる
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が
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よ
う
な
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で
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に
関
し
て
も
そ
の

商
品
が
持
つ
特
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な
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か

り
伝
え
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

を
つ
く
っ
て
提
供
す
る
側
と
し
て
も
、
お
店

が
き
ち
ん
と
利
益
に
な
る
よ
う
な
価
格
設
定

と
、
日
常
的
に
売
れ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と

し
た
生
産
量
や
デ
リ
バ
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ー
（
物
流
）
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
２
）
や
（
３
）
は
、

定
番
商
品
に
比
べ
て
販
売
量
が
少
な
く
、
買

わ
れ
る
目
的
も
明
確
に
な
る
の
で
、
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の
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け
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
な
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価
格
設
定
の
自
由
度
は
広
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る
で
し
ょ
う
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特
徴
あ
る
も
の
な
ら
、
や
や
高
く
て
も
売
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
そ
れ
ほ
ど

日
常
的
に
売
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
消

費
期
限
を
長
く
し
て
お
店
の
在
庫
ロ
ス
を
軽

減
す
る
よ
う
な
商
品
特
性
を
持
た
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
品
企
画
を
す
る
と
き
に

（
２
）
を
狙
う
な
ら
定
番
商
品
に
は
な
い
用
途

の
広
が
り
や
面
白
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、

（
３
）
に
は
消
費
者
に
日
常
に
は
な
い
満
足
感

や
高
揚
感
を
も
た
ら
す
よ
う
な
商
品
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
消
費
者
の
居
住
エ
リ
ア
や
生
活
ス
タ
イ
ル

に
も
よ
り
ま
す
が
、
高
額
な
商
品
で
も
売
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
お
店
に
と
っ
て
の
役
割
の

違
い
に
よ
っ
て
、
商
品
に
求
め
ら
れ
る
特
徴

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
商
品
づ
く
り
を

売り場からの逆算で商品を
　　　　三つに分けて考えてみる
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連載

岸和田商工会議所パソコン教室

072-438-3981

〈お問い合わせ〉

（運営委託：株式会社ピーシーポート）

ＴＥＬ
住所 岸和田市別所町３-１３-２６〈岸和田商工会議所内〉

◇ 授業料1回50分 1,000円
料金は月謝制。一度に多額の費用は不要です。機器使用料
200円（1回）、教室維持費1,000円（1ヶ月）が別途必要です。

◇ 自由予約制（振替可能）
忙しい方も安心！好きな日時を予約して通えます。
予約の振替も可能です。月４回からお申込頂けます。

◇ 個別指導により貴社に役立つ授業を実現
個別授業なので、自分に必要な内容だけを自分のペースで
学べます。日常のお困りごとをお尋ね頂くことも可能です。

◇ 仕事に役立つ講座が多数あります
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ/ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ/Ａｃｃｅｓｓなど一般向け講座とは
別にビジネスに役立つ講座を多数ご用意しております。

もういいかげんに手書きの見積・請求書は卒業したい。

社員に研修を受けさせたいが費用が高くて予算と合わない。

忙しくて一斉に受講させることができない。

自分のＩＴスキルが不足しているため、社員にＩＴ活用を支持できない。

パソコンを使いこなせるのはあの社員だけ。彼が辞めたらどうしよう。

パソコンを活用する必要性は感じるが、踏ん切りがつかずズルズルと先延ばしにしている。

こんなお悩みを低コストで解決します！今すぐお電話下さい！

無料授業料１回無料授業料１回

会員事業所特典会員事業所特典

事業主の皆様へ

パソコンを活用できていますか？
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312

真の成長は、守って破って離れる。
このサイクルを繰り返すこと。
ひとつでも抜けると型にはまって
しまうから。

書道家　武田 双雲

「守破離」
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